
　小型水路模型実験装置を用いて、洪
水が発生した際に砂防堰堤が土石流
を堰き止め、河川氾濫等の大規模災
害を防ぐ様子の説明を行いました。大
人はもちろん、小学生の子供たちにも
好評でした。

広報活動報告（日光けっこうフェスティバル2012）－平成24年10月13日（土）－

　平成２４年１０月１３日（土）、「日光けっこうフェスティバル２０１２」（会場：日光市運動公園）において、
専用ブースを設けて日光砂防事務所の事業内容のPRを実施しました。
　今年度より土砂災害が発生した際、砂防堰堤が果たす役割を視覚的に確認及び実感ができる小型水
路模型実験装置の設置を新たに行い、実際に水を流して来場されたお客さまに対して実証実験を行い
ました。１３日（土）当日は晴天に恵まれ、イベント開始の１０時前から多くのお客さまに訪れていただき、
午後３時頃まで職員５名により交代で説明を行いました。

好評でした。

　日光砂防事務所管内における過去
の洪水等の災害の歴史や、防災に対
して砂防事業が果たす役割について、
パネルやパンフレットにより説明を行い
ました。


